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6 月の定時評議員会で選任いただきました副会長兼
理事長の平藤淳です。3 期目となるこの 2 年間も、岩
手のスポーツの発展のために力を尽くしますので、ど
うぞよろしくお願いいたします。

さて、この 2 年間を見とおすと、「守るべき価値」と
「新しくすべきこと」の両面を考えながら、関係の皆さ
まとともに、様々なことを推進して行かなければなら
ない期間であると考えています。

この夏に終了した東京オリンピック・パラリンピッ
クでは、7 名の岩手ゆかりのアスリートを含めた日本
選手の活躍、競技の様子、そして、選手や運営にまつ
わる物語に感動しながら、テレビやネットの中継を見
ていたことを思い出します。そして、まもなく北京冬
季オリンピック・パラリンピックが開催されますが、
皆さまも、岩手県選手の出場と活躍を胸をわくわくさ
せながら待っていることでしょう。

県内をみても、2 月のスキーインターハイ、9 月の日
本スポーツマスターズ、そして 2023 年 2 月にはスキー
国体と、全国大会の県内開催が予定されております。

県関係選手の国際大会での活躍や、身近な会場での
レベルの高い大会の開催は、私たちが幸せに、健康で
文化的な生活を送ることに好影響を与えるものです。
私たちは、スポーツの「守るべき価値」を大切にし、さ
らにその価値を高めてゆかなければなりません。その
ためには、大会開催やアスリートの活躍はもちろん、
多くの皆さまが、スポーツに親しんだり、スポーツに
かかわったり、関心を寄せてくださったりすることが
必要なのだと考えます。

一方、社会の変化に対応するため、あるいは感染症
拡大下のスポーツを守る目的で、「これまで」を大きく
変えてゆく必要もあります。選手強化事業をみれば、

たとえば、合宿練習会などで多くのアスリートととも
に技量を高めたり、他県のチームと戦術や技術を試し
あって力をつける県外交流などを中心とした事業の
占める割合などは見直されるべきだと思っています。
また、これまで競技スポーツ推進の中心となっていた
学校の部活動も、参加形態や運営方法の変化を求めら
れています。

さらに、スポーツ団体やクラブの運営に関しても、
ガバナンスコードの制定に伴い、理事構成など組織運
営の中核となる部分の見直しが求められ、また、総合
型地域スポーツクラブの登録・認証制度が動き出す
ことによる事業実施体制の点検などが必要となって
きます。

私たちは、岩手のスポーツの歴史的時期に立ち会っ
ています。そして、それは「面倒くさい時期」ではなく

「チャンスの時」だと思っています。
感染症の拡大でスポーツ活動が制限された昨年 6

月の定時評議員会で『「団結・結束　スポーツいわて」
宣言』を、評議員の皆さまに採択していただきました。
昨年 1 月に発行した「体協いわて」第 87 号のこのペー
ジに、私は次のように考えを述べました。「宣言を機
会に、事業の見直しや開始を機会に、点検し続ける岩
手のスポーツ界でありたいと考えています」。

今もこの考えに変わりはありません。
ただし、事業を進めながら、面倒くさがらずに、事

業の目的を振り返ることをしたいと考えています。
チャンスの時を生かす合言葉は「だれのため、なん

のため」です。
だれの何が向上すればよいのか、だれの何が変わ

ればいいのかを、そして、そのためにだれに何をすれ
ばよいのかを、自分自身で問いただし続けたいもの
です。
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令和3年度活躍の若手アスリート！
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　令和3年度も新型コロナウイルス感染拡大による影響がある中でしたが、岩手県内の小学生・中学生・
高校生の活躍が目立ちました。写真掲載とともに、全国優勝を達成しての感想や今後の目標などコメン
トが届きましたのであわせて紹介します。

僕は、全国大会で優勝した事にうれしさと感謝の気持ち
でいっぱいです。今までの苦労してきた事が目標達成につ
ながって本当にうれしかったです。色んな方々に支えても
らって優勝できたと思っているので、感謝の気持ちがあふ
れています。本当にありがとうございました。今後の目標
は、自分の入りたい高校に進学し、インターハイなどでも
優勝できるような生活をしていきたいです。

コロナ禍の中での1年越しの中総体でした。全国の選手
の情報が分からない中、1本1本の精度を上げる事、決勝ま
で保てるよう体力トレーニング、メンタルを意識し強化し
て臨みました。大会中はゲームの中で1ポイントを取られ
て焦るという事はなく、冷静に1ポイントずつ取ることに
集中し戦えたことが勝因へつながったと思います。岩手の
皆さんや応援して下さった方々への感謝の気持ちを忘れず
に、また皆さまに応援して頂けるよう頑張っていきたいと
思います。

鈴木 　煌 選手（洋野町立中野中学校3年）

長根 慎人 選手（洋野町立中野中学校3年）

僕が5年生の時の全国大会は中止が決まり残念でした。しかし今年は
全国大会があると知って、横浜の日産スタジアムで走る事ができ、うれ
しかったです。予選の結果は総合3位でした。A決勝で走るまでに、不
安と、緊張と予選の疲れ、予想していた全国大会のスピードは、初めて
の経験でした。走り終わった結果全国1位、岩手県新記録だと知って自
分でもびっくりしました。大会に出た経験から、あきらめそうな時ほど
頑張ることを大切にしたいです。応援してくださった方々のためにも、
ここで終わりではなくここからスタートしていきたいです。応援ありが
とうございました。

富澤 　凛 選手（盛岡市立津志田小学校6年）
日清食品カップ 第37回全国小学生陸上競技交流大会
6年男子100mA決勝 優勝

ソフトテニス男子個人で県勢初優勝を果たし、タッチを交わす中野の鈴木煌（左）・長根慎人組
＝18日、栃木県那須塩原市・石川スポーツグラウンドくろいそテニスコート（岩手日報2021年8月19日付）

令和3年度全国中学校体育大会
第52回全国中学校ソフトテニス大会
男子個人戦 優勝（長根慎人・鈴木煌ペア）

ソフトテニス

陸　上

男子6年100㍍で11秒99の県小学新をマークし頂点に立った富沢凛(サンビレRC)
=19日、横浜市・日産スタジアム（岩手日報2021年9月20日付）
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